
漢方医学 (2007.07) ３１巻３号:125～127.

難治性舌痛症に対し葛根湯が有効であった1例
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難治性舌癌症に対し
葛根湯が有効であった1例

加藤育民聯，千石一雄殿

舌に他覚的異常を認めないものの，舌先端や縁に痛みを訴える“舌癌症'1患者が,近年増加し

ている原因として，感染症，口腔乾燥，血液中の亜鉛欠乏，心因性やホルモンのアンバラン

スなどが報告されている難治性経過をとり，多数の医療機関を受診される症例も認められる．

また，発症が更年期の女性に多いことから更年期外来(産婦人科)を受診し，舌痛症状を訴え
カッコントウ

る症例も認められる．今回，長期間舌痛に苦しんだ症例に葛根湯が箸効した．難治'|生舌痛症に

対し，漢方薬は有用な治療方法の一つと考えられた，
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来を初診された(表1)．

主訴：頭痛，肩凝り，嘔吐，舌癌．

経過：2006年３月；エストラジオール，アセ

トアミノフェン，酒石酸ゾルピデム，クロチアゼ

パムを処方後,数週で舌痛以外の症状は軽快した．

５月，舌癌治療目的で葛根湯(TJ-1)7.59/日分3を追

加処方，２週目以降より身体の調子が良くなり、

舌痛症状も軽快した．

2007年３月現在，上記処方継続中で，アセトア

ミノフェン，酒石酸ゾルピデムの使用頻度は減少

し，副作用を認めずに舌痛症状は軽快している．
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更年期障害
葛根湯更年期障害発症時期である40～50歳代の女性

は，男性ならびにその他の年代の女性と比較して

種々の症状が多発することが知られている．舌痛

症も50歳以降の女性に多く発症することが報告さ

れている．治療法として，含嗽，ビタミン剤,消

炎鎮痛剤，漢方薬療法，神経ブロック療法等が行

われているが，難治性の経過を取る場合が多く有

効な治療法は確立されていない．

今回，当科において，４年間の舌癌を訴え6施設

の医療機関を受診したものの軽快しなかった難治

性舌癌症患者に，葛根湯が箸効した症例を経験し

たので若干の文献的考察を加え報告する．
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舌癌症とは，「舌痛を主訴とし，他党的にも異

常が認められず、また，臨床検査でも特に異常が

認められないにもかかわらず，慢性持続的な表在

性，限局性自発痛を舌に訴えるもの｣と定義され

ている'１．症状は多彩で，通常は舌の表面を中心

に上リヒリとした限局性の痛みを訴える．安永

ら2)の舌痛症患者調査結果から舌痛のｉＬＩｌ現部位は，

舌全体が10.7％と低く,舌尖が36.6％と高く，限

局した軽度の痩痛が大部分であると報告してい

る本症例は，左側舌側縁部位に痙痛が出現して

いた(図)．また，発症患者の90％以上が女性であ

り，発症年齢は更年期以降の50-70歳代に集中し

ていることが知られている．

発症原因としては，ビタミンＢ欠乏。鉄欠乏性
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患者：５４歳女性，患者：５４歳女性，４８歳閉経，２回経妊，２回経

産，身長153ｃｍ，体重46kg・

既往歴：特記すべきことなし，

現病歴：2001年１月頃より2005年６月まで発汗，

頭痛，肩凝り，不|限を認め，近医産婦人科受診し，

更年期障害の診断で内服治療を受けていた．２００３

年８月より左側舌側縁部位に舌痛を認め，６施設の

医療機関を受診するが症状は軽快せずにいた．

2006年３月，更年期障害治療希望で当科更年期外
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表１初診時までの治療経過
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発汗･頭痛･肩凝り･不眠
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舌痛症の診断
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星状神経ブロック， 治澱数日は軽快舌痛
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(舌獅症関連：Ｃ－Ｈ医療機関）

図

舌痛症の発生部位
(安永らの報告を改編） 戸 NSAIDs、抗不安剤，利尿剤，制酸剤などの投与

は注意が必要である．lljt近の報告では，舌自体の

感染症も発症に関与しているものと考えられてお

り佐藤ら3)は舌痛症65症例の舌表而から菌検査

を施行し，６４例に何らかの菌を検出し，２０症例が

真菌を保持していることを報告している.彼らは，

杭真菌剤を処方し有効症例を認め，除外診断とし

て真菌対策を推奨している．

更年期を迎える50歳代以降の女性に舌痛症が多

いことから，女性ホルモンの影響も発症に関与し

ているものと推察される．更年期は，女性ホルモ

ンの低下が急激に起こり，女性ホルモン作ITIの水

分の保持が低下する．水分保持の低下は，口腔内

の保湿低下を引き起こし，２次的に口腔内の感染

(細菌感染，真菌感染等)が発現して舌癌を引き起

こしているものと考えられる．

本症例では，舌痛舵発症以前よりホルモンlflli充

旅法を施行しており，当科での再度のホルモン補

充でも舌痛が緩和しなかったことから，女性ホル

モンの減少から発現した舌癌症とは判断できなか

った．本症例は．５０歳で発症し6施設の医療機関

を受診していたが．舌捕症状は軽快せず4年間舌

ｿ,１１に'悩まされていた．

今回．われわれは，MII&住内服薬を再検討し他の

舌揃朧緩和の薬剤を検討した．舌癌症の治擦法と

しては，表3の治療法が知られている．本症例は，

多極の西洋薬治療を施行していたが有効と判ljlj7で

きる処方が認められなかったことより．既往内服

以外の瀧方薬療法を施行することとした．舌癌症
力ミ5.J７コウサンゾニヲゼン名イネｌウ

に対･する漢方薬として．ｈⅡ11,k遁遥散、－'一全大補湯．

左側舌側縁部

(17.9％） 

舌全体
(10.7％） 

表２舌痛症を生じる主な疾患

炎症：口内炎舌炎など
＝Ｔ旱巴ヨ量二=Ｚ乱玖８s子〃。■コーーーロヰL①-｡-員已￣ザピー田

ﾋﾞﾀﾐﾝ,鉄欠乏：
悪性貧血,鉄欠乏性貧血,PlummeWinsonsyndromeなど

二次的ビタミンB欠乏：

肝硬変,白血病,再生不良性貧血,穎粒球減少症,膠原病など
■‐－－－＝－－－－‐ローt苫占な公一－’－－－１…－－－＝后二垂苞学?４－－－皀夛､ユー昏言－－。．－－． ■■ 

口腔乾燥症：シェーグレン症候群,体液電解質異常,唾液分泌神経障害等
企ひへｆＣｑ・nnZpp几.-ＤＰ｢『･ろ－．，ｺﾞﾛ..nＪZ､０－－－－二.､.－－…二－－－－－回.△椙皿

血管系変化：1ljD脈硬化等
△二二一Ｆ￣古～し一宮＝=---..-▲‐･笘二150-兎，一四JQェ･】ユニーニーーニ－J.￣：▲崖dpGJZl￣Ⅱ姫ＺＪ蔀．、－－．．－口－－▽－－－．一一・

神経系変化：三叉神経）iii,舌咽神経痛等
I抑一一エー▼－－

精神的因子：心身症,;iUlI経症等
▲凸⑭

その他：金属アレルギー等
■ 

貧､１，微量元素の欠乏．感染症，動脈硬化，｜言1腔

乾燥，心因性など(表2)の原|ﾉ《|が考えられている

が，器伽11変化を伴わないことより原'五|不明と｣１１１１

断されることが多いまた，Ｍｉや義歯の尖った部

分で舌に微少外傷が生じそれにより痛みを感じる

場合も多く，舌および舌周囲の充分な診察が重要

との報告も認める．

舌揃症状を悪化させる要因としては'｡腔乾燥症

が知られており，口腔乾燥症を生じやすい薬剤
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表４葛根湯の組成･効能･作用機序

組成１３鰯錨溺…ヶ化
表Ｂ舌痛症に対する主な治療法

含嗽薬

抗真菌薬
西

罎醗神篭(抗不安薬,抗うつ薬,自律神経調整薬）
鎮痛薬

一一一－，㎡気もニーー＝

漢方薬

’二|然発汗がなく頭痛,発熱,悪寒,jiiにり等を伴う比較的
体力のあるものの次の諸症(感冒,脚風邪,熱性疾患の
初期,炎症性疾患,肩こり,上半身の神経痛,じんましん）

効能

l）プロスタグランジンE2(PGE2)に対する作用
2）サイトカインに対する作用

鍼治療 作用機序
ｍローマＥ＝-三百＝ご-■庇てど＝~ｍＳ２四

星状神経プロツク グー■=￣■c~~■■ニラヨゴ已巨

簡易精神療法
表５葛根湯の副作斥

その他(ﾋﾞﾀﾐﾝ剤鉄剤 亜鉛剤唾液腺ホルモンなど）
1）偽アルドステロン症

pH宰写_､宝圭ｊｗＬｐａ

２）ミオパシー
ーー----.￣Ｐｉぞ４判イ州ニピ&￣出いき控と互埠YTLヘミー浄窒一～1--Ｚ、

３)肝擬態障害,黄疸．＿．”
ﾋﾟｆリコカニンシントウホブニウエッキトロン サイ讃ク１．ｹ

白》圖加人参湯，柿に|:'益気湯，葛根湯，柴朴湯など

が有効であるとする報告がある4~8)．本症例は，

表寒実証(八綱分類)で腹部は全休に緊張しており，

jIJ凝りが強く，舌診上やや舌表面の赤みが強い印

象を受けた．したがって，炎症性疾患および上半

身の神経痛に効果が認められる葛根湯を選択し

た．葛根湯内服後(およそ2週目以降)，舌臓なら

びに肩凝りの症状が経快し，入眠が容易になり全

身状態が良好となった．治療効果の指標となる消

炎鎮痛および入眠剤の服用回数が減り続けてお

り，葛根湯は，本症例の舌痛症状緩和に働いたも

のと考えられた．

本症例に対し葛根湯の作用機序を述べることは

Ｉ１１（しいが，葛根湯の効能として，頭痛，肩凝り，

上半身の神経痛があり，作用,機序として，PGE２

に対する作用およびサイトカインに対する作用

(表4)が報告されていることから，これらの作用

が効果をもたらしたものと推測される．副作用は

現時点において出現していないが，葛根湯は成分

として麻黄が含有されていることより，長期投与

による心疾患への訓作lf1を充分に留意しなければ

ならない(表5)．

木症例には，上記の副作用の内容について充分

説明し外来対応している．今後の方針として3カ

月間(投与1年間)は同艇を継続投与し症状に応

じて減量する予定である．今回，難治性舌痛症に

蕗帳場が箸効した症例を経験した．難治性舌旅症

に対し症状および証に応じた漢方療法を試みるこ

とは．一つの治療法になるものと推察された．

癌痒4）発疹,発赤，

５)不眠発汗,頻脈,動悸,全身脱力感

胃部不快感,悪心:嘔吐6）食欲不振，

7）排尿障害
L□ローＴ■TI~L-

らず，慢性的煙りiiiを訴え診断や治療に苦慮する．

今|画Ｌ難治性舌湘症を合併する更年ﾉﾘI障害を主訴

とした慰者に，葛根湯の投与で舌痛が非常に軽減

した症例を経験した．葛根湯の作用としての消炎

作用ならびに上半身の神経痛への効果が諸症状の

改善を呈したものと考えられる．

本症例経験より，llllli治性舌癌症に対し葛根湯処

方は有用な治療法の一つと考えられた．
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結 語

舌痛症は､舌に器質的な変化が無いにもかかわ
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